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西
東
京
市
振
興
基
金
は
、
市
民
の
連
帯
の
強
化
と
地
域
振
興
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
設
置
し
た
も
の
で
、
毎
年
度
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
効
果
的
な

活
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、「
地
域
振
興
を
目
的
と
し
た
コ
ミ

１６

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
」
と
「
商
店
街
の
活
性
化
対
策
」
を
テ

ー
マ
と
し
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
企
画
提
案
（
協
働
推
進
）
事
業
」

と「
商
店
街
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
事
業
」の
２
事
業
に
、約

　

万
円
の
基
金
を
充
当
し
ま
し
た
。

３００
　

今
年
度
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
企
画
提
案
（
協
働
推
進
）
事

業
」、「
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
」、

「
西
東
京
い
こ
い
の
森
公
園
関
連
事
業
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
企
画
課
（
�田
 
�
内
線　

）
１１１５

会
の
議
決
が
必
要

▽
制
度
の
目
的　

指
定
管
理
者
制

度
は
、
公
の
施
設
の
管
理
者
の
範

囲
を
民
間
事
業
者
等
ま
で
広
げ
る

こ
と
に
よ
り
、
①
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
、
②
行
政
コ
ス
ト
の
縮
減

等
を
図
る
目
的
で
創
設
さ
れ
た
も

の
で
す
。
原
則
的
に
指
定
管
理
者

の
選
定
に
競
争
原
理
が
働
く
上
、

民
間
経
営
の
発
想
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が

活
か
さ
れ
る
こ
と
で
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
行
政
コ
ス
ト
の
縮

減
等
を
達
成
で
き
る
も
の
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
市
の
対
応　

市
で
は
、
保
谷
こ

も
れ
び
ホ
ー
ル
、ス
ポ
ー
ツ
施
設
、

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、

「
公
の
施
設
」
の
管
理
運
営
の
方

式
と
し
て
指
定
管
理
者
制
度
が
で

き
、
市
で
は
こ
の
制
度
導
入
の
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

▽
制
度
の
概
要　
「
公
の
施
設
」と

は
、
市
民
が
利
用
す
る
た
め
に
市

が
設
置
す
る
施
設
で
す
。
従
来
は

公
共
的
団
体
、
市
の
出
資
法
人
等

に
委
託
先
が
限
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
指
定
管
理
者
制
度
で
は
、

民
間
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
も

「
公
の
施
設
」
の
管
理
者
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
指
定
管
理
者
制
度
の
要
旨
】

○
指
定
に
よ
り
施
設
管
理
を
委
任

す
る
制
度

○
管
理
者
は
法
人
そ
の
他
の
団
体

○
管
理
期
間
は
基
本
的
に
複
数
年

○
「
公
の
施
設
」
の
使
用
許
可
処

分
等
を
行
う
こ
と
が
可
能　

○
指
定
の
手
続
、
管
理
の
基
準
、

業
務
の
範
囲
等
に
つ
い
て
は
条
例

で
規
定　

○
指
定
に
当
た
っ
て
は
事
前
に
議

育
園
に
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▽
予
約
方
法　

利
用
日
の
属
す
る

月
の
前
月
の
１
日
午
前　

時
か
ら

１０

各
保
育
園
に
直
接
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
（
１
日
が
土
･
日

曜
日
の
場
合
に
は
、
そ
の
月
の
最

初
の
保
育
園
の
開
所
日
が
受
付
日

と
な
り
ま
す
）。

▽
利
用
日
数
・
保
育
時
間　

利
用

日
数
…
週
３
日
以
内
（
そ
れ
ぞ
れ

の
保
育
園
を
利
用
す
る
場
合
で
も

併
せ
て
３
日
以
内
）。保
育
時
間
…

月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時

▽
利
用
料
金　

４
時
間
以
内
…
千

　

円　

４
時
間
超
過
…
2
千　

円

２００

４００

▽
昼
食
・
お
や
つ
代　

昼
食
…
１

回
利
用
に
つ
き　

円　

お
や
つ
…

２００

１
回
利
用
に
つ
き　

円
１５０

▽
問
合
せ　

保
育
課
、
西
原
保
育

園
（�
　

・
９
０
６
３
）、
ほ
う
や

６１

ち
ょ
う
保
育
園
（�
　

・
１
３
８

６５

０
）、
し
も
ほ
う
や
保
育
園
（�
　
２１

・
６
４
６
８
）

◆
保
育
課
（
�田
 �
内
線　

）
1531

要
と
な
る
児
童

※
障
害
の
あ
る
小
学
校
４
年
生
ま

で
の
児
童
で
①
〜
③
の
各
号
に
該

当
す
る
場
合
は
、
午
後
の
時
間
に

お
い
て
一
時
的
に
保
育
を
行
い
ま

す
（
西
原
保
育
園
の
み
）。

▽
実
施
場
所
・
定
員　

■
西
原
保
育
園
・　

人
以
内

１０

■
ほ
う
や
ち

ょ
う
保
育
園

・
６
人
以
内

■
し
も
ほ
う

や
保
育
園
・

６
人
以
内

▽
利
用
方
法　

田
無
庁
舎
１
階
保

育
課
、
西
原
保
育
園
、
ほ
う
や
ち

ょ
う
保
育
園
、
し
も
ほ
う
や
保
育

園
に
あ
る
一
時
保
育
利
用
登
録
申

請
書
に
て
登
録
を
し
て
く
だ
さ

い
。
登
録
受
付
後
、
一
時
保
育
利

用
登
録
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

一
時
保
育
を
利
用
す
る
場
合
は
、

登
録
承
認
後
、
一
時
保
育
実
施
保

　

保
護
者
の
就
労
、
社
会
活
動
へ

の
参
加
、
育
児
疲
れ
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
、
疾
病
等
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
、
保
育
に
欠
け
る
状
態
に
な
っ

た
と
き
、
一
時
的
に
保
育
園
で
児

童
を
お
預
り
し
ま
す
。
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、
登
録
が
必
要
で
す
。

▽
対
象　

市
内
に
在
住
し
満
１
歳

か
ら
就
学
前
の
児
童
で
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

①
保
護
者
の
短
時
間
・
断
続
的
勤

務
、
職
業
訓
練
、
就
学
等
に
よ
り
、

家
庭
に
お
け
る
育
児
が
困
難
と
な

り
保
育
が
必
要
と
な
る
児
童

②
保
護
者
の
疾
病
、災
害
･
事
故
、

出
産
、
看
護
･
介
護
、
冠
婚
葬
祭

等
社
会
的
に
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
り
緊
急
･
一
時
的
に
家
庭
に

お
け
る
育
児
が
困
難
と
な
り
保
育

が
必
要
と
な
る
児
童　
  
③
保
護

者
の
育
児
等
に
伴
う
心
理
的
･
肉

体
的
負
担
を
解
消
す
る
等
の
私
的

理
由
に
よ
り
一
時
的
に
保
育
が
必

平
成

年
度

１７一
時
保
育
事
業
の
利
用
に
つ
い
て

谷
庁
舎
・
住
吉
福
祉
会
館
・
新
町

福
祉
会
館
・
東
伏
見
小
学
校
・
柳

沢
小
学
校
・
保
谷
中
学
校
・
田
無

第
二
中
学
校
・
田
無
第
四
中
学
校
・

菅
平
少
年
自
然
の
家

※
詳
し
い
内
容
は
、
両
庁
舎
１
階

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

※
現
在
、
解
体
工
事
が
行
わ
れ
て

い
る
青
嵐
中
学
校
の
校
舎
・
体
育

館
は
、
事
前
調
査
を
行
い
、
ア
ス

ベ
ス
ト
が
無
か
っ
た
こ
と
を
確
認

し
た
う
え
で
解
体
の
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

小
・
中
学
校
…
教
育

庶
務
課
、
そ
の
他
の
施
設
…
建
築

営
繕
課

◆
建
築
営
繕
課
（
�田
 
�
内
線　

）、
１２７１

教
育
庶
務
課
（
�保
 
�
内
線　

）
２６１４

と
、
屋
内
と
屋
外
の
濃
度
に
ほ
と

ん
ど
差
が
な
い
こ
と
、
ま
た
、
各

施
設
の
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
状

態
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
使
用
が
確
認
さ
れ
た
９

施
設
に
つ
い
て
は
、
５
年
（
学
校

は
３
年
）
以
内
に
除
去
等
を
行
う

こ
と
と
し
、
今
年
度
は
、
部
分
損

傷
が
見
ら
れ
た
東
伏
見
小
学
校
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ

れ
ら
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
除
去

等
の
措
置
を
講
じ
る
ま
で
の
間

は
、
定
期
的
に
調
査
を
行
い
状
況

の
監
視
を
行
い
ま
す
。

◎
使
用
が
確
認
さ
れ
た
施
設　

保

　

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
に
よ
る

健
康
被
害
が
重
大
な
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
で
は
、
公

共
施
設
の
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の

使
用
状
況
に
つ
い
て
、
平
成　

年
１６

３
月
ま
で
に
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
下
記
の
９
施
設

で
ア
ス
ベ
ス
ト
を
使
用
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
に
つ
い
て
は
同

時
に
空
気
中
の
浮
遊
石
綿
濃
度
も

測
定
し
、
そ
の
測
定
値
が
大
気
汚

染
防
止
法
施
行
規
則
の
基
準
値

（
ア
ス
ベ
ス
ト
を
取
り
扱
う
工
場

な
ど
の
敷
地
境
界
線
に
お
け
る
基

準
）
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
こ
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男
女
平
等
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
２
月
に
開
催
し
ま
す
。
今
年

は
趣
向
を
変
え
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
（
市
民
持
ち
込
み
企
画
）
形
式

男
女
平
等
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

参
加
団
体
・
グ
ル
ー
プ
と

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

ア
ス
タ
市
営
駐
車
場
、
市
民
交
流

施
設
（
地
区
会
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
）
に
つ
い
て
、
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
条
例
の

制
定
ま
た
は
改
正
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
平

成　

年
４
月
の
指
定
管
理
者
制
度

１８
の
導
入
を
目
指
し
て
、
運
用
面
に

お
け
る
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
趣
旨
･
目

的
を
生
か
し
、「
公
の
施
設
」
に
お

い
て
多
用
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

※
両
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ

ー
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
本
制

度
に
関
す
る
資
料
が
あ
り
ま
す
。

◆
企
画
課
（
�田
 
�
内
線　

）
１１１１

と
、
実
行
委
員
が
企
画
す
る
講
演

会
と
映
画
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

来
場
者
が
自
由
に
参
加
で
き
る
企

画
や
運
営
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
企
画
等

　

１
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
自

立
し
、
い
き
い
き
と
個
性
と
能
力

を
発
揮
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て

い
る
団
体
･
グ
ル
ー
プ
（
実
行
委

員
を
各
１
人
ず
つ
選
出
し
て
く
だ

さ
い
）。
個
人
で
参
加
希
望
の
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
募
集
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▽
申
込　

参
加
申
込
書
に
記
入
の

う
え
、
９
月　

日
（
金
）（
必
着
）

１６

ま
で
に
〒　

―　

田
無
町
４
〜　

１８８

００１１

１５

〜　

市
民
会
館
内
男
女
平
等
推
進

１１

係
へ
郵
送
ま
た
は
直
接
。

※
募
集
案
内
・
参
加
申
込
書
は
、

両
庁
舎（
市
民
相
談
室
）、公
民
館
、

図
書
館
、
市
民
会
館
（
男
女
平
等

推
進
係
）に
あ
り
ま
す
。
ま
た
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

■
実
行
委
員

　

講
演
会
や
映
画
会
の
企
画
や
運

営
に
関
心
が
あ
る
個
人
の
方
。
直

接
男
女
平
等
推
進
係
へ

▽
報
酬
・
謝
金　

な
し

◆
生
活
文
化
課
男
女
平
等
推
進
係

（�
　

・
０
０
５
５
）

５０

　
「
介
護
保
険
制
度
」
は
、
介
護
の
必
要
な
高

齢
者
を
社
会
全
体
で
支
え
る
と
い
う
考
え
の

も
と
、
心
身
の
機
能
を
維
持
・
改
善
す
る
こ

と
を
目
的
に
平
成　

年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

12

た
。「
介
護
が
必
要
だ
な
」と
思
っ
た
時
に
、市

役
所
や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
申
請
を

す
る
と
、
心
身
の
状
態
に
よ
っ
て
「
要
支
援
」

ま
た
は
「
要
介
護
１
〜
５
」
の
6
段
階
の
い

ず
れ
か
の
認
定
を
受
け
、
そ
の
状
態
に
応
じ

た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

制
度
の
導
入
以
降
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

の
参
入
が
進
み
、
利
用
者
が
大
幅
に
増
加
す

る
な
ど
、
制
度
全
体
と
し
て
は
お
お
む
ね
順

調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
比
較
的
状
態
の
軽
い
「
要
支
援
」

や
「
要
介
護
１
」
の
方
の
中
に
、
身
体
状
況

の
回
復
が
遅
れ
た
り
、
効
果
的
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
場
合
が

み
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
本
人
の
能
力
を
十
分
に
生
か
し

た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
こ
と

や
、
増
え
続
け
る
介
護
需
要
に
対
応
し
制
度

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
見
直

す
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、
介
護

保
険
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成　

年
４

18

月
（
一
部
今
年　

月
）
か
ら
新
し
い
介
護
保

10

険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
回
の
改
正

に
よ
り
介
護
保
険
制
度
が
ど
の
よ
う
に
変
わ

る
の
か
、
テ
ー
マ
を
分
け
て
毎
月　

日
号
に

15

掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

◆
介
護
保
険
課
（
�保
 
�
内
線　

）
２３２５
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護
保
険
法
の
一
部
が
改
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さ
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　平成９年４月から「容器包装リサイクル法」が施行され、ペッ
トボトルの分別収集が始まりました。市が回収したペットボトル
は、中間処理施設「柳泉園組合」に搬入され、選別・圧縮・こん
包の後、再商品化処理施設へ運搬され
ます。
　再生ペット樹脂から再生ポリエステ
ル繊維を作る際、材質の異なったボト
ルが２万本に１本以上混じっている
と、糸を引くことができず、また、排
出する際、よく洗浄されていないと糖
分や塩分が付着して、再商品化の処理
工程で電気、水など余分に消費するこ
とになります。
　そのため、環境に負荷を与えないと
いう側面からも、ペットボトルを捨て
る場合は、　①キャップを取り除く（キ
ャップは不燃ごみへ）　②ラベルをは
がす（ラベルは不燃ごみへ）　③中身を空にして水洗いする　④つ
ぶして集積所の資源物のかごに入れる　の４項目のご協力をお願
いします。
◆ごみ減量推進課（�保 �内線２２２１）


